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(公印省略 )

赤十字運動に係る活動資金 (募金 )

ご協力のお礼について

拝啓 皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

平素は、赤十字事業の諸活動に格別のご高配を賜 り、厚 く御礼申し上げます。

さて、この度は赤十字活動にご支援いただきまして誠にあ りがとうございま
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お寄せいただきました 日赤活動資金 (募金)は、災害救護をはじめ地域社会に

根 ざした各種講習会や福祉事業・献血推進事業・救急医療事業など、赤十字活動

の充実、発展のために有意義に活用すべ く、日本赤十字社へ送金 させていただき

ます。

ここに暖かいご芳志に対 し、略儀ながら書中をもちまして御礼申し上げます。



■ 日本赤十宇社 大阪府支部
Japanese Red Cross Society

能登半島地震におもヽて避難所にて

被災者のケアを行う救護班
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動資金 にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。

日本赤十字社は皆様の温かいお気持ちに支えられ「いのちと健康を守る」人道的活動を

続けております。

本年元 日に発生 いたしました令和 6年 能登半島地震 においては、発災直後 から医療

救護班を被災地へ派遣 し、大阪府支部はもとより全社を挙げて救護活動にあたりました。

しヽつどこで大 きな災害が発生してもおかしくない昨今の状況を踏まえ、更なる救護体制の

強化を目指 し、救護員の訓練 。研修 や救護資機材の整備 に取 り組んでまいります。

今後とも、「どのような状況下でも、人のいのちと健康、尊厳を守る」という赤十字の使命

を全 うできるよう、よリー層努力 してまいりますので、引き続 き力強いご支援 とご協力を

賜 りますようお願 しヽ需し上げます。
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台湾東部沖地震におもヽて渓谷で開じ込められた 堺市立総合医療センターでの訓練

人びとの救護活動に向かう台湾赤十字組織の

災害対応チーム

日本赤十字社大阪府支部 検 索日本赤十字社大阪府支部 〒540-0008大 阪市中央区大手前2+7電話:06-6943-0707
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お寄せいただいた活動資金の使い道

日本赤十字社では「苦しんでいる人を救いたい」、「いかなる状況下でも、人間のいのちと健康、尊厳を守る」
ことを果たすための事業を行つています。災害が発生すればいつでも駆けつけられるよう日頃から備えています。

これらの活動はすべてみなさまからのあたたかいご支援により実施しております。

国内災害救護 国際活動

大阪赤十字病院 :5班

高槻赤十字病院 5班  ~

災害時の備えとして救護資機材の整備、

救援物資の備蓄、救護班の訓練・研修を

実施 しています。

日赤災害医療コーディネートチーム 4チーム
救護班 12班

~

こころのケア班 2班

●独立行政法人国際協力機構 (JICA)

「シエラレオネ中央子ども病院」サービス向上プロジェクト
●パレスチナ赤新月社医療支援事業
●ウクライナ人道危機救援事業

・ 国際赤十字。赤新月社連盟ジュネーブ事務局 (ロ ジスティックス部門)延ベ

●インドネシア・コミュニティ防災事業

紛争地の医療技術を高める支援、復興

支援や被災地の防災力を高める支援などを

おこないました。

1〔〕人211班 113班

赤 十 字ボランティア・奉 仕 団 は、地 域 に

根付いた活動や特定のスキルを活かした

活動を展開しています。例えば、防災ボラン

ティアは身近なものを使った応急手当を

普及する活動に取り組んでいます。

学校における青少年赤十字活動の推進、

青少年赤十字指導者 0メ ンバーの育成

などをおこなっています。

電07
青少年赤十字加盟校数 ■″J日 校園所

奉仕団数87団 428′ 258人

急 な病 気や けがの手 当て、事 故 防 止 、

また地 域 における防災・減 災 に役 立つ

知 識や技術を皆 さまにお伝 えするため、

様々な講習を展開 しています。

大阪赤十字病院・高槻赤十字病院では、

地域に根ざした医療の提供に加え、国内外

の災害時に医師や看護師等を派遣して

います。

講習会及びセミナー実施回数 411,回  受講者数 115,154人

常時配備している
医療救護班の数

救護班等の派遣
(令和 6年能登半 島地震 )

海外への派遣人数

開発協力事業の実施

赤十字ボランティア 青少年赤十字

救急法等の講習 医療事業

国内災害救護         8′ 298

国際活動           loo

赤十字ボランティア      2′ 368

青少年赤十字          753

救急法等の講習        2′ 891

医療事業・血液事業・社会福祉 76′ 915

看護師の養成

地域における赤十字活動

活動資金の募集・広報活動

将来に備えての積立

組織運営費

社屋の修繕費・維持管理費

全国的な赤十字活動への拠出

翌年度への繰越

240

10′ 603

12,172

17′ 252

12′ 357

4′733

(万 円 )

14′674

3,090

※当初の見込を大きく上回る活動資金収入により、災害救護活動のための積立を行いました。

合 計 166,446

令和 5年度 活動資金の活用実績


